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第 3 章では，二鎖ビス(スルホン酸塩)型化合物を合成し，その分子構造と界面物性の関係を検討し疎水基 1 本
の炭素数が10-12程度のもので充分な界面特性を発揮し それ以上鎖長を長くするとむしろ性能の低下を招くことな
どを明らかにしている。










第 8 章では ， N- アシルジエタノールアミンから誘導される二鎖または三鎖ビス(スルホン酸塩)型化合物を合成
し，その界面化学的パラメータを比較検討した結果，三鎖型化合物が対応する構造の二鎖型化合物に比べ界面活性能
が一段と向上することを見いだしている。























(3) 汎用化学品である N- アシルジエタノールアミン並びに 1-0 アルキルグリセロールから，二鎖または三鎖ビ
ス(アニオン親水基)型化合物を設計・合成し それらの界面化学的特性を検討した結果，三鎖型化合物は，対応
する構造の二鎖型化合物及び(1)で述べた対応する官能基を有するこ鎖二親水基型化合物に比べ，ミセル形成能及び
表面張力低下能が一段と向上することを見いだしている。さらに， 3 本の疎水基鎖長を適宜組み合わせた分子設計
を行なうことにより 起泡特性や浸透力などの実用上重要な物性を制御する可能性を明らかにしているO
以上のように，本論文は種々の新規多鎖二親水基型両親媒性化合物を設計・合成し，その界面化学的な物性につ
いて有用な知見を与えたもので，学術的にも工業的応用をはかる上でも資するところが大きい。よって，本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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